
基準値の考え方について 

１．基準値の考え方 

（１）法令基準値 

  排出の基準 ⇒ 施設への規制。水銀等の大気中への排出を削減するための基準 

  環境の基準 ⇒ 指針値、環境基準等、健康を保持し、生活環境を保全するための基準 

 

（２）公害防止基準値（組合の定める自主基準値） 

  施設発注段階で定めた基準 ＝ 組合の定める公害防止基準値（要求水準書で公表）  

これをもとにメーカーが入札をし、施設を建設 

 

（３）運転基準値と要監視基準値（運営会社の定める自主基準値） 

  運営会社である浅川環境テクノロジーが公害防止基準値を遵守するために定める自主基準値として 

運転基準値と要監視基準値を設定。 

 

運転基準値  ⇒ 要監視基準を安定的に守るための数値として設定。平常運転時の目標となる基準値。 

この数値を超えると、監視強化と手動操作の準備に入る。 

水銀に関しては、運転基準値超過段階から薬剤増量操作を開始。 

要監視基準値 ⇒ 排ガスの公害防止基準値を超過しないための上限警報設定値として設定。 

            この数値を超えると、さらなる監視強化と手動操作（点検・調整・薬剤増量操作等）に入る。 

 

法令基準値 ＞ 公害防止基準値 ＞ 要監視基準値 ＞ 運転基準値 
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（４）大気汚染防止法の改正（水銀を例にすると） 

 

・水俣条約の締結（平成 28年 2月 2日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）まとめ 

 

 

 

 

 

出典：環境省ＨＰ 

 

周辺環境や健康を守るために大気汚染防止法などの法令基準があり、これら法令基準を遵守していれば健康被害はありません。 

当組合及び浅川環境テクノロジーでは、さらに厳しく、自主基準値を設定し、運営をしています。さらに、法定の定期測定だけでなく、これとは別に連続測定を独自に実施し、運営をしているため、有

事の際も迅速に対応できる体制を取っています。 

また、運転に関する情報は、日野市内 3か所（新井公園・新井わかたけ公園・落川交流センター）に設置した公害防止情報表示盤及び浅川環境テクノロジーのホームページで情報発信をしています。 

なお、当施設では東京都環境影響評価条例に基づく「環境影響評価」を行い、「周辺環境へ著しい影響を及ぼすことはないと考える」との結論を得ています。現在は、環境への影響が最大と見込まれ

る令和 2年度の状況を調査し、予測評価した内容と比較・検証を行う「環境影響評価事後調査」を実施しており、令和 3年度末に手続きが完了する見込みです。 

周辺環境の保全と安全な施設運営をしてまいりますので、ご理解をお願いいたします。 

 


